
いざ、甲子園へ

 ３月号
平成 28 年（2016 年）

　３月20日（祝）から甲子園球場で行われる選抜高等学校野球大会へ出場します。
チームの持ち味は、機動力を生かした攻撃力と主将で捕手の高田選手を中心とした堅
実な守備力です。「球都桐生」の代表として、はつらつとしたプレーを期待しています。

桐生第一高等学校硬式野球部　センバツ出場

№ 1,476



まちの話題

第
62
回
桐
生
市
堀
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

２
月
14
日
（
日
）、
第
62
回
桐
生
市
堀

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
川
公
園
で
開
会
式
を
行
っ

た
後
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
走
者
が
コ
ロ

ン
バ
ス
通
り
の
新
川
公
園
脇
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
最
後
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
走
者
ま
で
、

大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
が
本
町
通
り
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
沿
道
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

応
援
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

足
利
市
の
和
泉
市
長
さ
ん
を

お
誘
い
し
、銀
座
の
ぐ
ん
ま
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー（
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

家
）で
、合
同
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス「
サ

ロ
ン・ド・Ｇ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

両
市
に
は
、
着
物
文
化
や
食

文
化
な
ど
多
く
の
共
通
点
が
あ

り
、
平
成
27
年
度
の
国
が
選
定

し
た〝
日
本
遺
産
〟の
構
成
資
産

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
境
を
越

え
た
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
初
め
て

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
新

聞
社
や
旅
行
社
か
ら
は
、
私
た

ち
が
発
表
し
た〝
日
本
遺
産
の
ま

ち
足
利
市
と
桐
生
市
を
巡
る
周

遊
観
光
プ
ラ
ン
〟を「
是
非
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
！
」な
ど
と
い
っ
た

声
も
あ
り
、大
変
好
評
で
し
た
。

　

現
在
、
国
の
総
合
戦
略
を
踏

ま
え
た
〝
桐
生
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
〟
を
策

定
中
で
す
が
、
今
回
の
よ
う
に

他
地
域
と
連
携
し
地
域
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
特
性
が
よ
り
輝
く
と
と
も
に

人
や
モ
ノ
の
交
流
が
活
発
に
な

り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
間
の
連
携
を

推
進
し
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

主な内容
3 月号

キノピー

Ｐ ３

Ｐ ４

Ｐ ６
Ｐ ８
Ｐ 15

Ｐ 20

Ｐ 22

Ｐ 23

Ｐ 24

・ ４月から介護予防・日常生活
総合支援事業がスタートします
・桐生・みどり新市建設研究会
研究成果がまとまりました
・特集「自主防災」
・片田教授の防災コラム③
情報ひろば
・人口と世帯など
子育てナビゲーション
・乳・幼児健康診査など
けんこう情報
・休日当番医など
・引っ越すときは、手続きをお
忘れなく
・桐生新町町立て祭 425 年

※本紙面上、費用の記載が無いものは無料、
申込方法の記載が無いものは申込不要です。

市役所・支所の業務時間
（土、日、祝日、年末年始を除く）
午前８時 30分～午後５時 15 分
※市役所の住民基本台帳・戸籍業務と税証
明交付コーナーは午後６時30分まで

日曜窓口
（住民基本台帳・戸籍に関する業務）
■市役所
期日＝３月６日・27日、４月３日
※３月 27 日は、臨時受付（市役所
のみ）となります。
時間＝午前９時～午後４時
■新里・黒保根支所、境野・広沢・梅
田・相生・川内・菱公民館
期日＝３月６日、４月３日
時間＝午前９時～午後４時
※３月６日と４月３日は、マイナンバー
カード（個人番号カード）を指定場所で
午後 3時 30分まで交付します。３月 20
日は、祝日のため日曜窓口はお休みにな
りますので、御注意ください。

市政に対する御意見をお寄せください
　市役所１階及び両支所の投書箱、郵送、
ファクシミリ（43‐ 1001）又は市ホー
ムページからお寄せいただけます。
問い合わせ＝情報政策課（☎内線505）
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市、地域包括支援センターで相談
相談の結果…

介護予防・生活支援サービスを希望※１ 要支援認定や介護予防給付を希望

認定審査

要支援１又は２
に認定された人

基本チェックリストで判断

介護予防・生活支援サー
ビスの事業対象者※２

介護予防・生活支援サービスの
事業対象者にならなかった人

地域包括支援センターが介護予防計画（ケアプラン）を作成

介護予防給付

訪問看護、福祉用具貸与、住宅改修、
ショートステイなど※３

介護予防・生活支援サービス（訪問介護、通所介護）

一般介護予防事業（65歳以上の全ての人を対象にしたにっこり楽々教室など）

総合事業

一般介護予防事業を希望

基本チェックリストの結果から、心身の状況、その置
かれている環境、その他の状況から要介護（要支援）
状態となることを予防するための援助を行う必要があ
る人のことをいいます。
※３＝介護予防給付の訪問介護と通所介護以外のサー
ビス（訪問看護、福祉用具貸与、住宅改修、ショート
ステイなど）の利用者は、今までどおり介護保険の要
介護（要支援）認定を受けてのサービス利用となりま
す。総合事業と組み合わせて利用することもできます。

※１＝介護予防・生活支援サービスには、訪問介護
（ホームヘルパーが訪問し、調理や洗濯、掃除などを
利用者と一緒に行うサービス）や通所介護（通所介護
施設での機能訓練）があります。
　なお、要支援１・２の人で、訪問介護と通所介護（ど
ちらか又は両方のみ）の利用者は、要介護（要支援）認
定を省略して、基本チェックリストを実施し介護予防・
生活支援サービスを利用することができます。
※２＝介護予防・生活支援サービスの事業対象者とは、

は、要支援１又は２の認定を受けるほか、基本チェッ
クリストで「事業対象者」に認定されることでも利用
できるようになります。このため、要支援認定に必要
だった主治医の意見書や介護認定の審査会の手続きが、
必ずしも必要ではなくなり、迅速にサービスを利用で
きるようになります。なお、要介護１から5までの人
は、今までどおりのサービス利用となります。
　問い合わせは、長寿支援課長寿支援係（☎内線587）
へ。

　市では、４月から、65歳以上の全ての人を対象
とした「介護予防・日常生活支援総合事業（総合事
業）」を始めます。高齢者の皆さんが住み慣れた地域
で、生活を続けられるように介護予防や生活支援のた
めのサービスを提供します。サービスを利用するまで
の流れや、サービスの内容は、下の図のとおりです。
　これまでは、要支援１又は２の認定を受けた人が利
用していた訪問介護と通所介護が、この事業に移行し
ます。これにより、訪問介護と通所介護を利用するに

介護予防･日常生活支援総合事業が始まります
４月から

認定されな
かった人

サービスを利用するまでの流れとサービス内容

3 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111



桐
生
・
み
ど
り
新
市
建
設
研
究
会

研
究
成
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　
平
成
26
年
12
月
19
日
に
設
置
さ

れ
た
「
桐
生
・
み
ど
り
新
市
建
設

研
究
会
」
で
は
、
約
1
年
間
に
わ

た
り
、
両
市
の
合
併
に
必
要
な

様
々
な
調
整
事
項
の
調
査
及
び
研

究
を
進
め
、
そ
の
研
究
成
果
を
今

年
1
月
25
日
に
両
市
長
へ
報
告
し

ま
し
た
。

　
報
告
書
で
は
「
合
併
を
判
断
す

る
た
め
の
新
市
の
イ
メ
ー
ジ
」
と

「
合
併
協
議
に
必
要
な
項
目
」
の

大
き
く
２
つ
に
分
け
て
研
究
成
果

を
と
り
ま
と
め
、
そ
の
研
究
成
果

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
う
評
価

す
る
の
か
な
ど
、
研
究
成
果
か
ら

得
ら
れ
た
新
市
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
報
告
書
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
表
１
、
表
２
、
表
３
の
と

お
り
で
す
。

  

問
い
合
わ
せ
は
、広
域
調
整
室

広
域
調
整
係（
☎
内
線
３
８
６
）へ
。

研究項目 研究成果の概要

両市の行政サービスの水準
（ワーキンググループ１）

市民生活に直結し、市民の関心が高い行政サービスのうち、両市の行政
サービスに差があり調整を図る必要があるものについて、両市が一つに
なった場合を想定し、サービス水準の高い方に合わせた場合に年間約6
億9,000万円の追加財源が必要との試算結果を得ました。

両市の共通する課題、
地域の抱える課題の解決
（ワーキンググループ２）

両市が共通して直面している課題や両市それぞれが抱えている懸案事項
などを抽出し、両市でその解決策と財政面における影響を研究した結果、
両市で課題解決に向けた一定の方向性を導き出したことに加え、課題解
決策を実行するためには約 80％の項目で財源が必要との結果を得まし
た。

都市経営、行政運営から
見た将来像
（ワーキンググループ３）

合併後 10 年間の財政シミュレーションを検討した結果、10 年間で約
75 億円の人件費削減が見込まれる一方で、現在の行政サービスを高い
水準で維持・向上させるためには、財政調整基金からの繰り入れが必要
になるとの推計結果を得ました。

両市を一体的に考えた
都市デザイン
（ワーキンググループ４）

両市が一つになった場合を想定し、総体的な地域づくりを検討する上で
根幹となる事項について、次のとおり一定の方針をとりまとめました。
①都市整備方針＝合併後、急激な変更はせず、時期に応じた段階的な土
地利用規制を導入します。
②教育施設（学校）＝市境における学校区については、共通学区の設置
など地域の要望を踏まえた対策を検討します。また、小規模校の教育に
ついては、小・中学校の兼務教員による乗り入れ授業など小・中連携を
一層推進するとともに、小・中学校が一体となって指導できる体制の構
築など一貫教育校の検討を行います。
③スポーツ施設＝相生町にある運動公園、みどり市大間々町にある大
間々グラウンドを中心に両市の拠点スポーツエリアとして整備すること
を検討します。

連携中枢都市圏制度※に
対応した地域のあり方
（ワーキンググループ５）

桐生厚生総合病院の周産期医療の分野など、広域圏単位で見た場合でも
大きな強みである部分を一層充実させていくと同時に、安心して子育て
できる環境整備にも努めることで、将来にわたり輝きを放つ地域であり
続けられると考えます。

表１＝合併を判断するための新市のイメージの研究成果

※連携中枢都市圏制度とは、相当の規模と中核性を備える圏域の中心都市が、近隣の市町村と連携し、
　活力ある社会経済を維持するための拠点を形成する制度です。

　

こ
の
報
告
書
は
、
市
役
所
２

階
の
広
域
調
整
室
、
新
里
支
所
、

黒
保
根
支
所
、
各
公
民
館
、
両

図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し

て
い
ま
す
。
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市
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　
桐
生
・
み
ど
り
新
市
建
設
研
究

会
の
研
究
成
果
報
告
書
の
内
容
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
桐

生
市
長
が
出
席
し
て
、
市
民
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
3
月
10
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
７
時
か
ら
１
時
間
30

分
程
度
の
予
定（
午
後
６
時
30
分

開
場
）

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
、会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
に

分
か
り
や
す
く

お
伝
え
す
る
た
め
の

資
料
を
作
成
し
て
い
ま
す

　
報
告
書
の
一
部
に
は
、
例
え
ば
、

「
新
市
」
と
な
る
こ
と
に
よ
り

「
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
迫
ら
れ

る
」
と
い
う
よ
う
な
誤
解
を
生
じ

る
可
能
性
の
あ
る
表
現
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
点
に
つ
い
て
は
、
市
民
説
明

会
の
開
催
時
ま
で
に
補
足
説
明
資

料
を
準
備
す
る
な
ど
し
て
、
「
正

確
な
内
容
を
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
す
る
」
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

予
定
で
す
。　

協議項目 研究成果の概要
合併の方式 新設合併

新市の名称 公募など（現在の両市名も可とした公募又はア
ンケートの実施）

新市名は公募とし、地域自治区として桐生区・みどり区
を設定（現在の両市名は不可とした新しい名称を公募）

事務所の位置

J Ｒ岩宿駅周辺
＜主な選定理由＞
・将来的に人口増加が見込まれる地域
・ＪＲ岩宿駅や国道50号などとの良好なアクセス性

広沢町二丁目地内
＜主な選定理由＞
・既存ビルの活用による建設経費の大幅な縮減
・新桐生駅との良好なアクセス性

議会議員の定数、
任期

定数＝ 34 人の範囲内
任期（在任特例期間）＝合併後 2 年の範囲内

主な市税の税率に
ついて

個人市民税 税率に差がないため、現行のまま新市に引き継ぎます。

法人市民税 均等割の税率に差が生じているため、合併時までに調整します。
※必要に応じて不均一課税 ( 激変緩和措置 ) の適用を検討します。

固定資産税 税率に差がないため、現行のまま新市に引き継ぎます。
※農地に係る固定資産税の取り扱い（税額の算出方法など）は、現行のまま変わりません。

都市計画税

現行のまま新市に引き継ぎます。
※都市計画税の課税対象区域は、現行のまま変わりません。
※新市において土地利用規制の見直しが行われた場合は、都市計画税の取り扱いにつ   
   いても必要な調整を行うものとします。

軽自動車税 税率に差がないため、現行のまま新市に引き継ぎます。
国民健康保険税の
税率について

税率に差が生じているため、合併時までに調整します。
※必要に応じて不均一課税（激変緩和措置）の適用を検討します。

介護保険料について 保険料に差が生じているため、合併後に策定する最初の介護保険事業計画から統一保険料とします。
上水道事業の取り
扱い

平成 28 年 4 月から、みどり市は群馬東部水道企業団へ移行するため、合併後も当面は企業団と新市の各々
で水道事業を運営し、双方の事業が安定的に運営される中で、新市の事業形態について検討していきます。

競艇事業の取り扱い 現在の競艇事業の運営状況などから、現行のまま新市に引き継ぎます。

協議項目 研究成果の概要

行財政運営

新市における 10 年間の財政シミュレーションを検討したところ、合併による事業・組織の効率化に伴う人件費
の削減が見込まれますが､ 両市の抱える課題の解決､ 新庁舎の建設など多くの財源が必要であることも加味する
と、財政面で大きな負担を伴う可能性が高く、今後は、事業の優先度など十分考慮しながら市民の利便性を確保
しつつ、慎重な財政運営を進める必要があります。

まちづくり

まちづくりの方向性については、合併後の急激な変更を避けた段階的な土地利用規制の導入を図りながら、都市・
地域拠点間の連携を強化する交通軸を整備することなどにより、市民が安心して生活でき、地域の活力を維持でき
るまちづくりを進めます。両市が合併した場合でも17万人規模の都市でありますが、桐生・みどり地域には、先人
が築き上げてきた歴史や文化、教育などの特徴があり、特に、桐生厚生総合病院の周産期医療の分野は、広域圏単
位であっても大きな強みといえることから、教育環境の整備や子育て支援などと併せることで、子供を安心して生
み育てられる地域となることができ、将来にわたり輝きを放つ地域であり続けられるものと考えます。

まとめ

人口減少問題をはじめとした山積する課題の解決を図るためには、一自治体における対策だけでは限界があり、
他の自治体との連携は必要不可欠です。通勤・通学圏、医療圏及び商圏など一つの生活圏を形成している両市が、
将来にわたって持続可能なまちとして発展していくためには、合併やより緊密な地域間の連携が大変重要である
という考えに至りました。

表２＝合併協議に必要な項目の研究成果

表３＝総括（研究成果の考察）

桐生・みどり新市建設研究会

３
月
10
日（
木
）午
後
７
時
か
ら
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モ
を
残
す

□
遠
方
に
住
む
親
戚
や
知
人
宅
を

　
連
絡
先
に
決
め
て
お
き
、
緊
急

　
時
は
そ
こ
へ
連
絡
し
、
安
否
情

　
報
な
ど
の
集
約
・
確
認
を
行
う

□
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ

い
て
確
認
（
災
害
時
に
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
い
と
き

「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
伝
言
を
録
音
し
、
家
族
な

ど
が
伝
言
を
再
生
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。
）

□
災
害
用
伝
言
板
に
つ
い
て
確
認

（
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
会
社

の
、
「
災
害
用
伝
言
板
」
に

安
否
情
報
を
登
録
し
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

確
認
す
る
。
）

　
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
災
害
に

対
す
る
日
頃
か
ら
の
心
構
え
の
意

識
付
け
、
安
全
対
策
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
家
庭

用
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。
「
家
族
防
災
会

議
」
を
行
う
際
も
是
非
、
御
活
用

く
だ
さ
い
。

　
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
３
階
の
安

全
安
心
課
及
び
新
里
・
黒
保
根
支

所
に
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課

防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）
へ
。

□
食
料
・
飲
料
の
賞
味
期
限
確
認

□
持
出
用
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
理

□
保
管
場
所
の
確
認

・
地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
震
や
洪

　
水
、
土
砂
災
害
な
ど
、
災
害
の

　
種
類
に
よ
っ
て
避
難
場
所
が
異

　
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
事
前
に
避
難
場
所
と
な
る
公
民

　
館
な
ど
公
共
施
設
の
ほ
か
、
ご

　
自
宅
か
ら
近
く
で
よ
り
安
全
な

　
場
所
や
、
地
域
で
定
め
る
避
難

　
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

　
う
。

・
避
難
経
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い

　
て
も
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
下

　
見
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
の
際
は
早
目
の
避
難
を
心

　
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
避
難
場
所
の
確
認

□
避
難
経
路
の
確
認

・
災
害
時
、
家
族
が
離
れ
て
い
る

　
時
や
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
時
の

　
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
を
決
め

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
ま
た
、
安
否
を
確
認
す
る
た
め

　
の
ル
ー
ル
も
家
族
で
決
め
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

□
避
難
す
る
と
き
は
自
宅
に
避
難

　
先
の
張
り
紙
を
す
る
な
ど
、
メ

・
高
齢
者
や
子
供
、
病
人
が
い
る

　
場
合
は
、
誰
が
保
護
を
担
当
す

　
る
か
な
ど
も
話
し
合
っ
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

□
火
元
を
確
認
す
る
人

□
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
人

□
出
口
を
確
保
す
る
人

□
非
常
用
持
出
品
の
管
理
・
持
ち

　
出
し
を
す
る
人

・
家
の
内
外
に
危
険
箇
所
は
な
い

　
か
確
認
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
修

　
理
や
補
強
が
必
要
な
場
合
は
早

　
急
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
な
避
難
経
路
を
確
保
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策

　
（
家
具
固
定
）

□
窓
・
食
器
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
飛

　
散
防
止
対
策

□
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

□
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
落
下
物
防
止

　
対
策

・
家
族
構
成
を
考
え
な
が
ら
必
要

　
な
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
確
認

　
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
備
蓄
食
料
・
水
な
ど
は
３
日
分

　
程
度
を
目
安
と
し
て
、
定
期
的

　
に
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
ま

　
し
ょ
う
。

□
必
要
な
品
の
確
認

体
的
に
想
定
し
て
考
え
る
と
、
よ

り
深
い
話
し
合
い
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
日
は
部
屋
の

電
気
を
消
し
て
懐
中
電
灯
の
み
で

過
ご
し
、
備
蓄
食
糧
を
実
際
に
食

べ
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
普
段
か
ら
の
準
備
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
力
に
な
り
ま
す
。

・
日
頃
の
防
災
の
役
割
と
、
災
害

　
が
起
き
た
と
き
の
役
割
を
決
め

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
「
も
し
も
の
と
き
」
に

備
え
て
、
ま
ず
は
家
族
で
防
災
会

議
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
１

回
「
家
族
防
災
会
議
」
の
日
を
決

め
て
家
族
全
員
が
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
際
、
災
害
が
地
震
な
の
か

大
雨
な
の
か
、
発
生
時
間
は
昼
な

の
か
夜
な
の
か
、
そ
の
状
況
を
具

始
め
よ
う

「
家
族
防
災
会
議
」

①
家
族
一
人
一
人
の
役
割
分

担
を
決
め
る

④
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の

確
認

③
非
常
用
持
出
品
や
備
蓄
品

の
チ
ェ
ッ
ク
と
入
れ
替
え
・

補
充

⑤
災
害
時
の
集
合
場
所
や
連

絡
方
法
・
安
否
確
認
の
方
法

を
確
認

②
家
屋
の
安
全
確
認

●
今
す
ぐ
で
き
る
災
害
へ
の

備
え
、
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
活
用

東日本大震災から５年
自分、家族を災害から守る為に、始めませんか。

自主防災
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緊
急
情
報
を
自
動
的
に
受
信
し
ま
す

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

（
防
災
ラ
ジ
オ
）

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
一

つ
と
し
て
、「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
」（
防
災
ラ
ジ
オ
）
を
１
台

１
０
０
０
円
で
お
配
り
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ラ
ジ
オ
は
、
電
源
が
入
っ

て
い
な
い
状
態
で
も
、
緊
急
情
報

の
信
号
を
受
信
し
て
、
自
動
的
に

最
大
音
量
で
流
し
ま
す
。

　
配
布
場
所
は
、
市
役
所
３
階
の

安
全
安
心
課
、
新
里
・
黒
保
根
支

所
、境
野
公
民
館
、広
沢
公
民
館
、

梅
田
公
民
館
、
相
生
公
民
館
、
川

内
公
民
館
、
菱
公
民
館
の
９
か
所

で
す
。

　
自
宅
で
Ｆ
Ｍ
桐
生
（
77
・
７
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
）
を
受
信
で
き
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
、
防
災

ラ
ジ
オ
試
験
機
と
Ｔ
字
型
室
内
ア

ン
テ
ナ
の
貸
し
出
し
も
有
り
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
防
災
ラ
ジ
オ
は
Ｆ

Ｍ
桐
生
局
の
み
を
受
信
し
ま
す
。

毎
月
１
回
、
第
４
金
曜
日
に
試
験

放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課

防
災
係
（
☎
内
線
４
６
２
）
へ
。

■
Ｆ
Ｍ
桐
生
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
（
☎
20
７
５
５
７
）

　
４
月
か
ら
Ｆ
Ｍ
桐
生
ユ
ー
ザ
ー

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
受
付
時
間
が

変
わ
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ｍ
桐
生
の
電
波
や
外
部
ア
ン

テ
ナ
に
つ
い
て
な
ど
、
技
術
的
な

お
問
い
合
わ
せ
に
御
利
用
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）

写真展示
「3.11 大震災の記憶～東日本大震災から５年 あの日を忘れない～」

特集　自主防災
防
災
力
。

防
災
力
。

防災力。

Ｔ字型室内アンテ
ナを設置すること
で受信感度を改善
できます

震災当時の被災地の様子

　

間
も
な
く
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
５
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
被
災
者
、
被
災
地

へ
の
思
い
を
忘
れ
な
い
た

め
、「
３
・
11 

大
震
災
の
記

憶
～
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
、あ
の
日
を
忘
れ
な
い
～
」

と
題
し
た
写
真
展
示
を
行
い

ま
す
。

　
現
在
、
桐
生
市
で
は
岩
手

県
宮
古
市
、
陸
前
高
田
市
、

宮
城
県
石
巻
市
、
福
島
県
南

相
馬
市
に
計
７
人
の
職
員
を

派
遣
し
、
復
旧
復
興
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
石
巻
市
職
員
と
桐

生
市
か
ら
の
派
遣
職
員
が
撮

影
し
た
被
災
直
後
の
石
巻
市

内
の
様
子
や
復
興
へ
向
か
っ

て
い
る
現
在
の
石
巻
市
の
様

子
を
展
示
し
ま
す
。
是
非
、

御
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
３
月
11
日
（
金
）
～

18
日
（
金
）
※
土
・
日
曜
日

を
除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
課

（
☎
内
線
４
１
５
）

　
宮
城
県
石
巻
市
は
、
地
震

と
津
波
に
よ
り
沿
岸
地
域
の

公
共
施
設
や
港
湾
施
設
が
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
災
か
ら
５
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
生

活
の
拠
点
と
な
る
住
居
を
高

台
へ
と
移
転
さ
せ
る
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成

し
始
め
、
災
害
公
営
住
宅
や

宅
地
の
供
給
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
石
巻
魚
市
場
も
、
昨
年

９
月
に
完
全
再
開
し
、
初
競

り
で
は
競
り
人
や
買
受
人
の

威
勢
の
良
い
声
が
場
内
に
響

き
ま
し
た
。

　
今
後
、
地
域
及
び
水
産
業

の
復
興
が
更
に
加
速
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
石
巻

市
は
ま
だ
ま
だ
復
興
途
上
の

所
も
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に

復
興
の
道
を
歩
ん
で
い
ま

す
。

小倉甚主任技師
石巻市建設部建築指導課
確認・開発グループへ派遣

被
災
地
で
働
く
桐
生
市
職
員

被
災
地
は
、
今
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東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
。
こ
ん
な
こ
と

が
あ
り
得
る
の
か
と
誰
も
が
自
然
の
猛
威
に

怯お
び

え
た
の
は
、
つ
い
こ
の
前
の
こ
と
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　
桐
生
市
で
も
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
震
災
直
後
に
は
水
や
食
料
の
準

備
な
ど
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
必
要
性
を

痛
感
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
5
年
の
月
日
が
流
れ
、
あ

の
時
の
思
い
は
少
し
ず
つ
薄
ら
ぎ
、

い
つ
し
か
備
え
も
不
十
分
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
た
っ
た
5
年
の
月
日
で
も
災
害

の
教
訓
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い

と
実
感
し
ま
す
。
し
か
し
、
最
近

の
地
震
や
火
山
活
動
の
活
発
化
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
象
災
害
の

激
甚
化
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

そ
れ
で
あ
っ
て
も
災
害
教
訓
は
今

に
そ
し
て
将
来
に
活い

か
さ
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
災
害
教
訓

を
後
世
に
伝
え
、
災
害
に
強
い
地

域
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
、

東
北
の
被
災
地
で
は
、
語
り
継
ぐ

こ
と
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
長
年
防
災
の
現
場
を
見
て
い

る
と
語
り
継
ぐ
こ
と
の
限
界
も
感
じ
て
い
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
と
い
う
月
日
は
、

つ
い
こ
の
前
の
こ
と
と
思
う
の
は
大
人
だ
け

で
あ
り
、
大
人
は
そ
の
教
訓
を
希
薄
化
さ
せ

た
と
し
て
も
心
に
留
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

小
学
校
1
年
生
は
当
時
2
歳
で
あ
っ
て
、
恐

ら
く
記
憶
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

生
ま
れ
来
る
世
代
に
は
、
実
体
験
の
な
い
昔

話
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。

　

戦
後
生
ま
れ
の
私
に
は
、
戦
争
体
験
を

語
っ
て
く
れ
た
母
の
言
葉
に
現
実
感
を
感
じ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
験
を
伴

わ
な
い
話
は
、
ど
う
や
っ
て
も
現

実
感
を
持
っ
て
伝
え
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
時
間
の
経
過

は
こ
う
し
て
社
会
全
体
の
災
害
の

記
憶
や
教
訓
を
急
速
に
希
薄
化
さ

せ
る
の
で
す
。

　
真
に
教
訓
を
伝
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
。
私
の
答
え
は

教
訓
は
語
り
継
ぐ
の
で
は
な
く
、

実
行
す
る
こ
と
、
実
行
し
続
け
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
育

つ
次
世
代
は
、
そ
れ
が
当
た
り
前

の
育
み
の
環
境
と
な
っ
て
、
言
わ

ず
も
が
な
の
習
慣
と
し
て
体
得
す

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
。
あ

の
時
の
思
い
を
、
備
え
の
継
続
に

活
か
す
こ
と
は
、
子
孫
の
世
代
の

安
全
を
育
む
こ
と
で
も
あ
る
の
で

す
。

桐生市防災アドバイザー
片田教授の防災コラム③

東日本大震災から５年
片
田
敏
孝
氏
＝
群
馬
大
学
広
域
首
都
圏

防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
群
馬
大
学
大

学
院
理
工
学
府
教
授
。
専
門
は
災
害
社

会
工
学
。
平
成
26
年
4
月
か
ら
桐
生
市

の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

特集　自主防災

　消防本部では、東日本大震災か
ら５年目の節目となる３月 11 日

（金）に、市内での大規模災害を
想定した公開訓練を実施します。
　倒壊した建物や廃車を利用した
交通救助訓練、遠距離送水訓練、
群馬県防災ヘリコプターとの連携
による高層建物からの救助救出訓
練を行います。是非、御見学くだ
さい。
期日＝３月 11 日（金）
時間＝午後２時～３時 30 分
場所＝旧昭和小学校校庭
問い合わせ＝消防本部警防課（☎
47‐1704）

　日本の防災教育の第一人者であり、
下のコラムを担当された、桐生市防災
アドバイザーの群馬大学大学院理工学
府片田敏孝教授による講演です。
　近年の災害の傾向や地域防災の在り
方について学びます。
期日＝３月９日（水）
時間＝午後６時30分～８時
場所＝市民文化会館小ホール
問 い 合 わ せ ＝ 安 全 安 心 課 （ ☎ 内 線
415）

防災講演
「激しさを増す災害に向か
い合う～これからの桐生の
防災を考える～」

大規模災害に備えた
消防部隊運用訓練を公開します

群馬県防災ヘリコプター

病院に搬送する訓練
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避
難
行
動
要
支
援
者

個
別
台
帳
作
成
の
た
め
の
調
査

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

②
介
護
保
険
の
認
定
区
分
が
要
介

護
度
３
・
４
・
５
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

持
っ
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

④
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
18
歳
以
上

の
人

⑤
そ
の
他
、
援
助
を
必
要
と
す
る

人
（
①
か
ら
④
ま
で
に
準
ず
る
人

で
災
害
時
に
は
特
に
支
援
が
必
要

な
人
）

　
市
で
は
、
台
風
や
大
雨
、
地
震

な
ど
の
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た

時
に
、
家
族
の
援
助
が
受
け
ら
れ

な
い
人
や
自
分
で
避
難
す
る
こ
と

が
難
し
い
人
を
災
害
時
避
難
行
動

要
支
援
者
と
し
て
事
前
に
登
録
し
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
で
援
助

を
受
け
ら
れ
る
体
制
作
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
在
宅
す
る
人
で
す
。

チューリップまつり
　赤、白、黄色など、10種類のチューリップ約
１万株をお楽しみください。

●写生大会　作品を募集します

対象＝市内に居住又は市内の幼稚園・保育園に通園、
小学校に通学する小学生以下のお子さん
開催期間＝チューリップまつり期間中
画題＝吾妻公園の風景
画材＝自由（クレヨン、水彩絵の具など）
画用紙＝四つ切り
応募方法＝画用紙の裏側に①学校（園）名②学年、
組③氏名（ふりがな）④年齢（未就学児は住所と電
話番号）を記入し、4月17日（日）午後5時までに
吾妻公園管理事務所へ提出してください。
　応募は１人１点までです。入賞者には賞状と賞品、
応募者には参加賞を進呈します。また、５月７日
（土）から22日（日）までの間、全応募作品を温
室隣の吾妻公園イベント室と休憩室に展示します。

●花の苗をプレゼントします

　花の苗（１人１鉢）を先着順で100人に配布します。
期日＝４月９日（土）
時間＝午前10時から（少雨開催）
場所＝吾妻公園温室前

●茶会を行います

　緑友会（表千家）の皆さんが点
た

てたお茶を振る舞
います。
期日＝4月10日（日）
時間＝午前10時～午後3時（雨天開催）
場所＝悠

ゆうりょくあん

緑菴・閑
か ん が て い

雅亭
参加料＝一席500円（中学生以下無料）
　問い合わせは、吾妻公園管理事務所（☎22-
8636）へ。

４月２日（土）～ 17日（日）

　
平
成
27
年
3
月
1
日
か
ら
今
年

2
月
29
日
ま
で
に
新
た
に
①
か
ら

④
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た

人
に
つ
い
て
は
、
登
録
希
望
確
認

の
封
書
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
登
録
を
希
望
し
な
い
人
は
同

封
の
は
が
き
を
返
信
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
を
希
望
し
な
い
人
以
外

に
は
、
５
月
以
降
に
各
地
区
の
民

生
委
員
が
訪
問
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
⑤
に
該
当
す
る
人
で
登

録
を
希
望
す
る
人
は
、
市
役
所
１

階
の
福
祉
課
及
び
新
里
・
黒
保
根

支
所
市
民
生
活
課
で
受
け
付
け
ま

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
☎
内
線
２
７
１
）
へ
。

　
桐
生
・
伊
勢
崎
・
太
田
・
館
林

の
消
防
本
部
音
楽
隊
に
よ
る
合
同

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
か
ら
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ

ま
で
、
御
家
族
で
楽
し
め
る
内
容

で
す
。
隊
員
総
勢
１
２
０
人
に
よ

る
迫
力
の
あ
る
音
楽
を
お
届
け
し

ま
す
。

期
日
＝
３
月
19
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
開
演
（
午

後
１
時
開
場
）

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

※
入
場
整
理
券
な
ど
は
発
行
し
ま

せ
ん
の
で
、
直
接
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
総

務
課
（
☎
47
１
７
０
１
）
へ
。

桐
生
・
伊
勢
崎
・
太
田
・
館
林

４
消
防
本
部
音
楽
隊
合
同
演
奏
会

吾妻公園
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市政トピックス
topics of city government

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
今
年

３
月
31
日
ま
で
、
市
内
の
移
動
手

段
の
確
保
に
向
け
た
新
た
な
施
策

の
検
討
と
し
て
、
広
沢
町
岡
の
上

と
宮
本
町
の
２
地
区
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
４
月
１
日
よ
り
、
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
広
沢
町
岡
の
上
地
区

　
廃
止
さ
れ
た
お
り
ひ
め
バ
ス
の

代
替
交
通
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
車

両
を
活
用
し
た
「
予
約
制
乗
合
タ

ク
シ
ー
」
の
実
証
実
験
は
、
「
予

約
制
お
り
ひ
め
岡
の
上
線
」
と
し

て
、
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
岡
の
上
団
地
内
に
停
留

所
を
１
か
所
増
設
し
ま
す
。

▼
宮
本
町
地
区

　
お
り
ひ
め
バ
ス
が
運
行
し
て
い

な
い
地
域
に
お
け
る
需
要
量
調
査

と
し
て
、
「
低
速
電
動
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
Ｍマ

ユ

Ａ
Ｙ
Ｕ
」
を
活
用
し

た
実
証
実
験
は
、
「
予
約
制
お
り

ひ
め
宮
本
線
」
と
し
て
、
予
約
制

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
有
償
運
行

の
実
証
実
験
に
移
行
し
ま
す
。

　
運
行
経
路
は
桐
生
駅
北
口
か
ら

宮
本
町
の
八
坂
神
社
周
辺
ま
で
と

な
り
、
停
留
所
を
10
か
所
設
置
す

る
予
定
で
す
。

「
予
約
制
お
り
ひ
め
」
に

つ
い
て

　
「
予
約
制
お
り
ひ
め
」
は
、
タ

ク
シ
ー
車
両
を
活
用
し
た
、
お
り

ひ
め
バ
ス
を
補
完
す
る
移
動
手
段

に
な
り
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
よ
う

に
、
運
行
経
路
上
に
停
留
所
が
定

め
ら
れ
、
他
の
利
用
者
と
の
乗
り

合
い
に
な
り
ま
す
。

　
「
岡
の
上
線
」
「
宮
本
線
」
の

各
路
線
と
も
、
１
日
当
た
り
上
下

線
で
各
５
便
の
ダ
イ
ヤ
が
設
定
さ

れ
ま
す
が
、
利
用
に
は
30
分
前
ま

で
に
電
話
予
約
が
必
要
で
、
予
約

の
あ
っ
た
便
の
み
運
行
し
ま
す
。

運
賃
は
お
り
ひ
め
バ
ス
と
同
一
で

す
。

　
時
刻
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
ち

ら
し
を
該
当
地
区
の
世
帯
へ
配
布

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、広
域
調
整
室

広
域
調
整
係（
☎
内
線
３
８
７
）へ
。

お
り
ひ
め
バ
ス
を

補
完
す
る
取
り
組
み

新しい景観条例が施行されます

　４月１日から、新しい景観条例・景
観計画が施行されます。
　施行日以降に着手する建築等行為に
ついては、景観計画に定める基準を守
っていただくこととなります。また、
一定の規模を超えるものについては、
市への届け出が必要で市の審査により
景観計画への適合について通知がされ
るまでは、景観法の規定により当該行
為に着手することができなくなります。
　問い合わせは、都市計画課計画係
（☎内線744）へ。

一定の規模を超える
建築物では届け出が
必要になります

届け出対象行為にかかる主な届け出手続きの流れ

事前相談
（行為着手予定日の60日前までに）

行為の届け出
※届け出後 30日間は着手不可
※ただし適合通知のあった日以降は可

市が景観計画への適合を審査

適　合 不適合

市が適合通知書を発行 市が助言・指導・勧告

建築確認その他関係法令の手続きなどを実施

行為に着手

▼

▼

▼ ▼

▼ ▼

▼

▼

助言などに従う場合

▼

「
予
約
制
お
り
ひ
め
」
を
運
行
し
ま
す

広報きりゅう平成28年3月号 10



土
地･

家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

縦
覧
・
閲
覧
の
期
間
＝
４
月
１
日

（
金
）
～
５
月
31
日
（
火
）
※
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
。

場
所
＝
市
役
所
１
階
の
税
務
課
、

新
里
・
黒
保
根
支
所

必
要
な
も
の
＝
本
人
確
認
書
類
、

委
任
を
受
け
た
人
は
委
任
状
。
借

地
・
借
家
人
な
ど
は
賃
貸
借
契
約

書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。

▼
土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の

　

縦
覧
が
で
き
る
人

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦

覧
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

本
人
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を

他
と
比
較
し
、
評
価
額
が
適
正
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　
固
定
資
産
税
納
税
者
と
納
税
者

の
委
任
を
受
け
た
人
は
、
土
地
・

家
屋
価
格
等
帳
簿
を
無
料
で
縦
覧

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
合
計
が
、
土
地

で
30
万
円
未
満
、
家
屋
で
20
万
円

未
満
の
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

▼
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
が

　

で
き
る
人

　
所
有
者
と
所
有
者
の
委
任
を
受

け
た
人
は
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
借
地
・

借
家
人
な
ど
は
、
使
用
す
る
土
地

や
家
屋
の
み
、
１
件
３
５
０
円
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

閲
覧
で
き
る
人
は
、
台
帳
の
記
載

事
項
の
証
明
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

路
線
価
図
な
ど
の
公
開

　
土
地
の
評
価
額
算
定
の
基
礎
に

な
る
路
線
価
図
と
路
線
価
一
覧
表

は
、
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
公
開

し
ま
す
。
路
線
価
図
に
は
標
準
宅

地
の
位
置
と
路
線
番
号
を
、
路
線

価
一
覧
表
に
は
路
線
価
と
下
落
率

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

課
税
明
細
書
の
郵
送

　
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
確

認
で
き
る
よ
う
、
納
税
通
知
書
に

「
課
税
明
細
書
」
を
同
封
し
て
５

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

不
服
の
申
し
出

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
評
価
額
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

に
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
し
出
の
期
間
は
、
４
月

１
日
（
金
）
以
降
、
納
税
通
知
書

を
受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
３

か
月
以
内
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
土
地

係
（
☎
内
線
２
３
０
・
２
３
１
）

又
は
税
務
課
家
屋
係
（
☎
内
線

２
３
２
・
２
３
３
）
へ
。

申告はお済みですか

係（
☎
内
線
２
２
６
～
２
２
８
）へ
。

　

な
お
、申
告
が
お
済
み
で
な

い
人
が
い
る
世
帯
は
、国
民
健

康
保
険
税
の
計
算
で
、所
得
が

一
定
額
以
下
の
世
帯
へ
の
軽
減

措
置
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
、医

療
保
険
課
保
険
税
係（
☎
内
線

２
７
４・２
７
５
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
、
贈
与
税
、
消
費
税

　
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
の
申
告
及
び
納
税
は
３
月

15
日
（
火
）
ま
で
、
個
人
消
費
税

の
申
告
及
び
納
税
は
３
月
31
日

（
木
）
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
御
利
用

い
た
だ
く
と
自
宅
な
ど
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
の
で
、
便

利
で
す
。

　
確
定
申
告
が
申
告
期
限
に
遅
れ

る
と
、
申
告
に
よ
り
納
付
す
べ
き

税
額
の
ほ
か
に
、
無
申
告
加
算
税

や
延
滞
税
が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
nta.go.jp

）
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、桐
生
税
務
署

（
自
動
音
声
案
内
☎
22
３
１
２
１
）

へ
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
及
び
所

得
税
の
申
告
期
限
は
３
月
15
日

（
火
）
で
す
。

　
ま
だ
、
申
告
が
お
済
み
で
な
い

人
は
、
期
限
ま
で
に
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
市
役

所
６
階
会
議
室
な
ど
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
日
程
や
会
場
に
つ
い

て
、
詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
き
り

ゅ
う
１
月
号
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、税
務
課
市
民
税

申告期限は３月15日（火）まで

　桐生市工場アパートは、中小企業の作
業環境の改善や経営基盤の強化などを目
的とした賃貸型の工場用施設です。
場所＝相生町四丁目332‐1
募集区画数＝１区画（30坪）
※複数の申し込みがあった場合は抽せん
となります。
費用＝月額77,140円
申し込み＝３月25日（金）までに、直
接産業政策課へ。
　詳しいことは、市ホームページを御覧
いただくか、産業政策課工業労政係（☎
内線564）へお問い合わせください。

桐生市工場アパート
入居者募集
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受
益
者
負
担
金（
分
担
金
）の
納
入
に

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
が
新
た
に
使
え
る
区
域
の

図
面
を
御
覧
に
な
れ
ま
す

　
下
水
道
の
整
備
は
、
多
額
の
資

金
が
必
要
と
な
る
た
め
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
や
市
の
借
入
金
の

ほ
か
、
受
益
者
負
担
金
で
費
用
を

賄
っ
て
い
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
と
は
、下
水
道

が
整
備
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
を

所
有
す
る
皆
さ
ん
か
ら
事
業
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。そ
の
土
地
に
対
す
る
受
益
者

負
担
金
の
賦
課
は
一
度
限
り
で
す
。

　
な
お
、
受
益
者
負
担
金
は
、
対

象
区
域
全
て
の
土
地
が
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
上
の
地

目
に
よ
り
猶
予
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
里
町
区
域
に
つ
い
て

は
、
受
益
者
分
担
金
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
区
域

　
新
た
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
る
区
域
と
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
を
納
入
し
て
い
た
だ
く

区
域
の
図
面
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
区
域
は
、
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　
期
間
は
、
４
月
１
日
（
金
）
か

ら
15
日
（
金
）
ま
で
の
間
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
で
、
場
所
は
、

市
役
所
２
階
の
下
水
道
課
で
す
。

対
象
者
に
申
告
用
紙
を

送
付
し
ま
す

　
受
益
者
負
担
金
の
対
象
と
な
る

人
に
は
４
月
中
に
受
益
者
申
告
用

紙
を
郵
送
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
が
送
ら
れ
た
人
は
、

土
地
の
地
番
、
地
目
、
地
積
な
ど

の
内
容
を
確
認
し
、
署
名
、
押
印

の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
折
り
返
し
決
定
通
知
書
と
納
入

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

納
入
は
、
１
年
を
２
回
に
分

け
、
受
益
者
負
担
金
は
10
回
（
５

年
間
）
、
受
益
者
分
担
金
（
新
里

町
）
は
６
回
（
３
年
間
）
で
納
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
一
括
納
付
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
初
年
度
第
１
期
（
６

月
）
の
納
期
限
ま
で
に
一
括
納
付

さ
れ
る
場
合
に
は
、
割
引
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
課
業

務
係
（
☎
内
線
６
７
８
）
へ
。

 公共下水道事業の計画変更案を縦覧します。
期間＝３月４日（金）～18日（金）
時間＝午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日を
除く）
変更内容＝東毛流域下水道（桐生処理区）関連桐生市
公共下水道事業の区域の拡大及び完成の予定年月日の
変更など
縦覧場所＝下水道課（市役所２階）
意見書の提出＝この計画案に対して意見のある人は、
縦覧期間中に意見書を提出することができます。
　問い合わせは、下水道課工務係（☎内線751）へ。

公共下水道事業

３月４日（金）～ 18 日（金）

桐
生
市
（
下
水
道
課
）

受
益
者

４月中に ｢受益者申告用紙｣ を郵送

５月中旬までに内容を確認し、署名、
押印して郵送

５月下旬 ｢決定通知書｣ ｢納入通知
書｣ を郵送

受益者負担金（分担金）の納入（一括
又は分割）

下水道が使えるようになる区域

・広沢町一・二・四・五丁目
・梅田町四丁目
・相生町二・三・四・五丁目
・川内町一・二・三・四丁目
・菱町一丁目　
・新里町新川（新宮）
（注）上記区域の一部です。

受益者負担金（分担金）を新たに
納入していただく区域

・桜木町　
・広沢町一・二丁目
・相生町二・三・五丁目　
・川内町一・二・三・四丁目
・新里町新川（新宮）
（注）上記区域の一部です。

広報きりゅう平成28年3月号
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昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
地
区
別

懇
談
会
に
引
き
続
き
、
今
年
度
は
、

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
懇
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
懇
談
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
子
育

て
支
援
・
女
性
活
躍
」
で
、
市
長

の
施
策
説
明
、
質
疑
応
答
、
市
長

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
要
望
な
ど

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
３
月
14
日
（
月
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝c

コ

コ

ト

モ

ocotom
o

（
本
町
五
丁

目
、
東
武
本
町
ビ
ル
１
階
）

対
象
＝
子
育
て
中
の
女
性

募
集
人
数
＝
20
人

申
し
込
み
＝
直
接
又
は
電
話
で
市

役
所
３
階
の
企
画
課
へ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
企
画

係
（
☎
内
線
５
２
５
）
へ
。

市
政
懇
談
会

子
育
て
中
の
マ
マ
の

意
見
を
伺
い
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
員
な
ど
を
募
集
し
ま
す

　
市
内
の
全
小
学
校
に
お
い
て
、

保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼
間
、
家

庭
に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
遊

び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る
「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
支
援
員
な

ど
（
65
歳
未
満
の
人
）
を
募
集
し

ま
す
。

　
な
お
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

市
が
地
元
の
運
営
委
員
会
（
自
治

会
関
係
者
、
小
学
校
長
、
保
護
者

で
構
成
）
な
ど
と
委
託
契
約
を
締

結
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

支
援
員
な
ど
の
雇
用
契
約
は
、
各

ク
ラ
ブ
と
の
契
約
と
な
り
ま
す
。

勤
務
日　
　
　

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
間

で
希
望
す
る
日
※
週
１
・
２
回
程

度
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

勤
務
時
間

▼
月
～
金
曜
日
＝
午
後
２
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
の
希
望
す
る
時
間
帯

▼
土
曜
日
・
長
期
休
暇
な
ど
＝
午

前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

の
希
望
す
る
時
間
帯

勤
務
内
容　
　

　
児
童
の
保
育
及
び
安
全
確
保
、

学
習
活
動
の
環
境
づ
く
り
、
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
る
手
助
け
な
ど

報
酬
な
ど
（
４
月
か
ら
）

▼
支
援
員
＝
時
給
９
５
０
円

▼
補
助
員
（
高
校
生
・
大
学
生
な

ど
）
＝
時
給
８
５
０
円　

　
午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
30
分

ま
で
及
び
午
後
６
時
か
ら
７
時
ま

で
は
、
時
給
に
１
０
０
円
を
加
算

し
ま
す
。

　
３
月
末
ま
で
の
時
給
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
の
加
入　
　
　
　

　
就
労
日
数
に
関
係
な
く
、
労
災

保
険
に
加
入
し
ま
す
。
ま
た
、
就

労
時
間
に
よ
っ
て
は
、
雇
用
保
険

や
社
会
保
険
に
も
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
内
線

３
０
８
）
へ
。

引っ越すときは
水道の手続きを忘れずに
　使用開始・中止などの手続きをしてください。
次のとおり休日にも受け付けます。
＜休日受付＞
期日＝３月 26 日（ 土 ）・27 日（ 日 ）、４月２日

（土）・３日（日）
時間＝午前９時～午後４時
場所＝水道局総務課（市役所２階）
　問い合わせは、水道局総務課庶務係（☎内線
325～327）へ。

　
市
民
課
窓
口
は
、
住
所
の
異
動

が
集
中
す
る
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
か
け
て
窓
口
が
大
変
込
み

合
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
混
雑
の

緩
和
を
図
る
た
め
、
市
民
課
日
曜

窓
口
を
臨
時
に
開
設
し
ま
す
。

　
取
り
扱
う
業
務
は
、
戸
籍
・
住

民
基
本
台
帳
・
印
鑑
に
係
る
各
種

届
け
出
受
理
及
び
諸
証
明
発
行
業

務
、
市
役
所
に
戻
さ
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
の
交
付
で
す
。

期
日
＝
３
月
27
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は
午

後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所
＝
市
役
所
１
階
の
市
民
課

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、
市
役
所
２
階
の
臨
時
窓
口
）

※
支
所
や
公
民
館
に
は
開
設
し
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
３
月
、
４
月
は
窓
口
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
も
っ
て
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、市
民
課
住
民

係（
☎
内
線
２
４
５・２
４
６
）へ
。

市
民
課

日
曜
窓
口
を
臨
時
に
開
設
し
ま
す

桐生市総合教育会議を
開催します
　教育大綱の策定などについて協議します。
期日＝３月14日（月）
時間＝午後３時30分から
場所＝特別会議室（市役所３階）
※傍聴を希望する人は、会議開始の５分前まで
に直接会場へお越しいただき、受け付けを行っ
てください。
　問い合わせは、企画課企画係（☎内線524）へ。
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ー
ド
）
、
本
人
確
認
書
類

会
社
の
健
康
保
険
を

離
脱
し
た
と
き

会
社
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と

　
き
や
扶
養
家
族
か
ら
は
ず
れ
た
と

き
は
、
国
保
加
入
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
社
会
保

険
離
脱
証
明
書
︵
資
格
喪
失
証
明

書
︶
、
印
、
通
知
カ
ー
ド
又
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
、
本
人
確
認
書
類

※
学
生
は
、
学
生
証
又
は
在
学
証

明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保
険
課

国
保
係
（
☎
内
線
２
５
５
）
へ
。

会社の健康保険に
加入・離脱したときは
国民健康保険の手続きを

　

市
役
所
１
階
の
市
民
課
、両
支

所
市
民
生
活
課
と
境
野
・
広
沢
・

梅
田
・
相
生
・
川
内
・
菱
の
６
公
民

館（
公
民
館
は
70
歳
未
満
の
人
の

み
）で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
加
入・

脱
退
手
続
き
は
、会
社
が
行
い
ま

せ
ん
の
で
、御
注
意
く
だ
さ
い
。

会
社
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き

　
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
や
扶
養
家
族
に
認
定
さ
れ
た

と
き
は
、
国
保
離
脱
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
会
社
の

被
保
険
者
証
、
国
保
の
被
保
険
者

証
、
印
、
通
知
カ
ー
ド
又
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ

平成 28年度

国民年金保険料が変更に
　平成28年度分（４月から平成29年３月分まで）の国
民年金保険料は、月額16,260円（年額195,120円）です。
　平成28年度分の国民年金保険料納付書は、４月上旬
に日本年金機構から国民年金保険料納付案内書と一緒に
郵送されます。納期限までに保険料をお支払いください。
　国民年金には、下表のとおり、一括して保険料を納め
ると割り引きになる前納制度があります。現金での一
括納付を希望する場合は、国民年金保険料納付案内書に
付いている前納納付書を使用して、５月２日（月）まで
にお支払いください。なお、保険料を前納した期間中に、
就職して厚生年金に加入するなどの理由により国民年金
保険料を納める必要がなくなった場合には、それ以降の
期間の保険料は還付されます。
　問い合わせは、桐生年金事務所（☎44-2311）又は
市民課年金係（☎内線273）へ。

区分 口座振替 現金納付

６か月前納（4月～9月分、
10月～平成 29年 3月分）

前納額 96,450 円 96,770 円
割引額 1,110 円 790 円

１年前納（４月～平成 29
年３月分）

前納額 191,030 円 191,660 円
割引額 4,090 円 3,460 円

２年前納（４月～平成 30
年３月分）

前納額 377,310 円
－

割引額 15,690 円

平成 28年度国民年金保険料納付額（前納の場合）

介護保険料
納付はお済みですか
　介護保険料は原則年金からの天引き（特別徴収）で納付し
ていただいていますが、納付書（普通徴収）で納付いただい
ている人は、納期限内の納付に御協力ください。
　保険料は、納期限から２年以上経過すると時効により納め
ることができなくなります。ただし、分納のお約束をされて
いる人は、この限りではありません。
　また、時効により納めることができなくなった保険料があ
ると、その期間に応じて、一定期間、利用者負担割合が引き
上げられます。
　保険料の納付が困難な事情がある場合には、長寿支援課へ
御相談ください。
　問い合わせは、長寿支援課介護管理給付係（☎内線390～
393）へ。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
は
お
済
み
で
す
か

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
お

け
る
納
付
の
方
法
は
、
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
、
口
座
振
替
、
納
付

書
に
よ
る
納
付
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　
新
た
に
75
歳
に
到
達
し
た
人
は
、

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
の
間
（
最
長
１
年
程

度
）
、
納
付
書
な
ど
で
の
納
付
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
徴
収
の
人
で
も
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
書
に
よ
り

納
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該

当
す
る
人
に
は
納
付
書
が
郵
送
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保
険
課

保
険
税
係
（
☎
内
線
２
７
４
・
２

７
５
）
へ
。

広報きりゅう平成28年3月号



15 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

お
知
ら
せ

　

桐
生
市
暮
ら
し
の
便
利

　

ガ
イ
ド
を
発
行
し
ま
す

　
毎
日
の
生
活
に
役
立
つ
情
報
や

行
政
情
報
、
観
光
情
報
、
地
図
情

報
な
ど
を
掲
載
し
た
桐
生
市
暮
ら

し
の
便
利
ガ
イ
ド
を
株
式
会
社
ゼ

ン
リ
ン
と
の
官
民
協
働
事
業
に
よ

り
発
行
し
ま
す
。

　
３
月
15
日（
火
）ま
で
に
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
の
株
式
会
社
Ｊ
Ｐ
メ

デ
ィ
ア
ダ
イ
レ
ク
ト
を
通
じ
て
、

配
布
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
御
活

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
情
報
政
策
課（
☎

内
線
５
０
５
）

　

傍
聴
で
き
ま
す

　

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
３
月
14
日（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
。
受
け
付

け
は
、
当
日
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
１
時
45
分
ま
で
教
育
委
員
会
総

務
課
で
行
い
ま
す
。

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３
階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
４
３
）

　

認
知
症
家
族
交
流
会

期
日
＝
３
月
18
日（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

山
育
会（
東
久
方
町
二
丁
目
）

対
象
＝
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族
、
近
隣
援
助
者
な
ど

申
し
込
み
＝
電
話
で
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
山
育
会（
☎
46
６
０

６
６
）へ
。

　

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

３
９
８
）

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
３
月
10
日（
木
）・
24
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
４
月
７
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド　

　

券
面
記
載
事
項
の
変
更

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
人
で
、
住
所
の
異
動
や

戸
籍
の
届
出
な
ど
に
よ
り
住
所
や

氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
追
記
欄
に

変
更
内
容
を
追
記
し
ま
す
の
で
、

届
け
出
の
際
に
は
カ
ー
ド
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
届
け
出
済
み
で
、

追
記
が
お
済
み
で
な
い
人
も
変
更

内
容
を
追
記
し
ま
す
の
で
通
知
カ

ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

手
続
き
場
所
＝
市
民
課（
市
役
所

１
階
）、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
、
境
野
・
広
沢
・
梅
田
・

相
生
・
川
内
・
菱
公
民
館

市役所（代表）

　☎0277‐46‐1111

新里支所

　市民生活課

　☎0277‐74‐2212

黒保根支所

　市民生活課

　☎0277‐96‐2111

保健福祉会館

　健康づくり課

　☎0277‐47‐1152

新里町保健文化センター

　☎0277‐74‐5550

黒保根町保健センター

　☎0277‐96‐2266

図書館

　☎0277‐47‐4341

新里図書館

　☎0277‐74‐8080

消防本部（代表）

　☎0277‐47‐1700

主な施設の電話番号

人口と世帯
（1月31日現在）

人口 116,800人 （-134人）
　男　56,244人　（-68人）
　女　60,556人　 （-66人）
世帯49,865世帯  （-10世帯）

( )内は前月比 　

情報
ひろば

情報
ひろば

お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課（
☎
内
線

２
４
５
）

　

春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

　
春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
の

期
間
は
、
３
月
15
日（
火
）か
ら
４

月
30
日（
土
）ま
で
で
す
。
今
年
の

推
進
目
標
は「『
お
ぜ
の
か
み
さ
ま

県
民
運
動
』を
推
進
し
、
地
域
と

家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
考

え
よ
う
」で
す
。

　
「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
」と
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
使
う
た
め

の
心
構
え
を
ま
と
め
た
標
語
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

　

体
育
施
設
年
間
利
用
券
販
売

　
利
用
券
の
有
効
期
間
は
４
月
１

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

販
売
期
日
＝
４
月
１
日（
金
）か
ら

使
用
時
間
＝
専
用
使
用
が
あ
る
場

合
を
除
く
各
施
設
の
使
用
時
間

費
用
＝
▼
陸
上
競
技
場・弓
道
場・

相
撲
場
は
そ
れ
ぞ
れ
２
５
２
０
円

（
高
校
生
１
２
２
０
円
）▼
庭
球
コ

ー
ト（
相
生
・
相
川
・
元
宿
）は
３

７
７
０
円（
高
校
生
１
２
２
０
円
）

販
売
場
所
＝
市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
体
育
館（
☎

54
５
７
０
５
）

　

高
齢
者
支
援
家
庭
ご
み

　

戸
別
収
集
に
つ
い
て

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
で
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
ご
み
を
出
す

こ
と
が
困
難
で
、
身
近
に
協
力
を

得
ら
れ
な
い
人
を
対
象
と
し
た
戸

別
収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
職
員
が
週
１
回
声
掛
け
を
行

い
、
安
否
確
認
を
し
な
が
ら
ご
み

の
戸
別
収
集
を
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
し
、
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

申
し
込
み
＝
申
請
書
を
直
接
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
（
☎
74
１
０
１
４
）

へ
。
申
請
用
紙
は
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま

す
。



　

補
装
具
判
定
・
相
談

期
日
＝
４
月
13
日（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳（
肢
体
）

を
持
っ
て
い
る
人

申
し
込
み
＝
３
月
25
日（
金
）ま
で

に
福
祉
課（
☎
内
線
２
６
６
）へ
。

　

山
林
火
災
に
御
注
意
を

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
山
林
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

  

ほ
と
ん
ど
の
山
林
火
災
は
人
が

原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
き

火
や
た
ば
こ
な
ど
の
火
の
始
末
に

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
林
業
振
興
課（
☎

内
線
５
６
８
）

　

太
田
市
環
境
影
響
評
価
書

　

の
縦
覧

　
太
田
市
土
地
開
発
公
社
で
は
現

在
、
太
田
市
吉
沢
・
原
宿
地
区
で

の
産
業
団
地
開
発
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

き
、
事
業
が
周
辺
環
境
に
与
え
る

影
響
の
調
査
結
果
な
ど
を
ま
と
め

た
図
書（
評
価
書
）の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

期
間
＝
３
月
16
日（
水
）
～
４
月
15

日（
金
）※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

場
所
＝
環
境
課（
市
役
所
２
階
）の

ほ
か
太
田
市
土
地
開
発
公
社（
太

田
市
大
原
町
）な
ど
市
外
５
か
所

問
い
合
わ
せ
＝
太
田
市
土
地
開
発

公
社
用
地
管
理
課（
☎
78
２
８
４

２
）

　

登
録
型
本
人
通
知
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
事
前
に
登
録
し

た
人
の
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

本
な
ど
を
、
本
人
の
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
こ
と
を
通
知
す

る
制
度
で
す
。

　
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
委
任

状
の
偽
造
な
ど
不
正
請
求
の
防
止

や
事
実
関
係
を
確
認
で
き
ま
す
。

期
間
＝
登
録
の
日
か
ら
３
年
間

申
請
場
所
＝
市
民
課（
市
役
所
１

階
）

通
知
内
容
＝
証
明
書
の
交
付
年
月

日
、
種
類
、
通
数
、
交
付
請
求
者

の
種
別（
代
理
人
又
は
第
三
者
）

対
象
＝
市
内
に
住
民
票
又
は
本
籍

の
あ
る
人（
除
か
れ
た
人
も
含
む
）

持
参
す
る
物
＝
本
人
確
認
で
き
る

物（
運
転
免
許
証
、
顔
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）※
請

求
に
よ
っ
て
は
、
通
知
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課（
☎
内
線

２
４
６
）

　

梅
田
清
流
広
場
が
使
用

　

で
き
な
く
な
り
ま
す

　
（
仮
称
）梅
田
浄
水
場
の
建
設
工

事
が
始
ま
る
た
め
、
３
月
31
日
ま

で
で
梅
田
清
流
広
場
は
閉
鎖
と
な

り
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

　
長
い
間
、
御
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課（
☎

内
線
３
８
３
）

募
集

　

市
立
保
育
園
な
ど
の

　

臨
時
保
育
士
を
募
集

雇
用
＝
４
月
か
ら
契
約
は
６
か
月

ご
と
の
更
新

勤
務
時
間
＝
午
前
７
時
30
分
か
ら

午
後
６
時
30
分
ま
で
の
間
で
、
７

時
間
45
分（
シ
フ
ト
に
よ
り
早
番・

遅
番
有
り
）

勤
務
場
所
＝
相
生
・
広
沢
南
部
・

み
つ
ぼ
り
・
黒
保
根
保
育
園
、
桐

生
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

必
要
資
格
＝
保
育
士
資
格

業
務
内
容
＝
担
任
保
育
士
の
補
助

的
な
業
務（
園
児
の
生
活
支
援
・

遊
び
・
見
守
り
・
行
事
の
取
り
組

み
な
ど
）

休
暇
＝
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

平
日
を
含
む
週
２
日
間

寄
付
金
（
敬
称
略
）

平
成
27
年
12
月
４
日
～
12
月
25
日

受
け
入
れ

▼
桐
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
／
５
万
円
▼
桐
生
大
学
学
友
会

／
30
万
円
▼
境
野
中
通
り
上
組
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
／
２
万
円

▼
㈱
ミ
ツ
バ
新
里
工
場
／
49
万
９

５
１
０
円
▼
㈱
ミ
ツ
バ
／
74
万
８

６
０
０
円
▼
桐
生
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
／
２
万
９
０
０
０
円
▼
立
正

佼
成
会
桐
生
教
会
／
32
万
４
８
８

０
円

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金

平
成
27
年
12
月
２
日
～
～
12
月
30

日
受
け
入
れ

▼
匿
名
／
５
万
円
▼
匿
名
／
２
万

円
▼
匿
名
／
10
万
円
▼
匿
名
／
２

万
円
▼
匿
名
／
２
万
円
▼
匿
名
／

２
万
円
▼
原
田
幸
治
／
５
万
円
▼

匿
名
／
１
万
円
▼
匿
名
／
２
万
円

▼
匿
名
／
４
万
５
０
０
０
円
▼
匿

名
／
３
万
円
▼
匿
名
／
5
万
円
▼

匿
名
／
3
万
円
▼
匿
名
／
5
万
円

▼
匿
名
／
1
万
円
▼
匿
名
／
10
万

円
▼
匿
名
／
3
万
円
▼
匿
名
／
4

万
円
▼
匿
名
／
6
万
円
▼
匿
名
／

５
万
円
▼
匿
名
／
３
万
円
▼
匿
名

／
５
万
円
▼
匿
名
／
５
万
円
▼
匿

名
／
２
万
円
▼
匿
名
／
５
万
円
▼

匿
名
／
３
万
円
▼
匿
名
／
３
万
円

▼
匿
名
／
３
万
円
▼
匿
名
／
３
万

円
▼
匿
名
／
３
万
円
▼
匿
名
／
１

万
円
▼
匿
名
／
２
万
円
▼
山
洞
吉

規
／
１
万
２
０
０
０
円
▼
匿
名
／

３
万
円
▼
匿
名
／
７
万
円
▼
匿
名

／
3
万
円
▼
匿
名
／
80
万
円
▼
匿

名
／
１
万
円
▼
本
間
康
弘
／
５
万

円
▼
篠
田
修
／
５
万
円
▼
匿
名
／

５
万
円
▼
匿
名
／
40
万
円
▼
匿
名

／
３
万
円

物
品
（
敬
称
略
）

平
成
27
年
12
月
９
日
～
１
月
26
日

受
け
入
れ

▼
桐
生
天
満
宮
骨
董
市
／
車
い
す

５
台
▼
匿
名
／
車
い
す
２
台
▼
桐

生
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
洗
浄

温
水
便
座
５
台

御
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

賃
金
＝
１
時
間
１
０
０
０
円

通
勤
手
当
＝
通
勤
距
離
２
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
で
１
日
１
０
０
円

申
し
込
み
＝
３
月
18
日（
金
）ま
で

に
、
履
歴
書
と
保
育
士
証
の
写
し

を
直
接
子
育
て
支
援
課（
市
役
所

１
階
）へ
。
後
日
、
面
接
を
市
役

所
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
内
線
２
６
９
）

　児童相談所全国共通ダ
イヤルが３桁で、お近く
の児童相談所につながり
ます。
　24時間体制で専門家
が対応します。

児童虐待通告・相談
☎１８９（いち・はや・く）
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市
民
文
化
会
館
友
の
会

　

平
成
28
年
度
会
員
募
集

　
チ
ケ
ッ
ト
の
割
り
引
き
や
先
行

予
約
、
会
員
招
待
事
業
の
実
施
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
割
り
引
き
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

受
付
開
始
＝
３
月
11
日（
金
）

費
用
＝
個
人
２
０
０
０
円
、
ペ
ア

３
０
０
０
円（
年
額
）

有
効
期
限
＝
平
成
29
年
３
月
31
日

（
金
）ま
で

申
し
込
み
＝
年
会
費
を
用
意

し
、
市
民
文
化
会
館（
☎
40
１
５

０
０
）１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
へ
。

　

地
域
福
祉
計
画
推
進

　

委
員
会
市
民
委
員
を
募
集

　
「
桐
生
市
地
域
福
祉
計
画
推
進

委
員
会
」の
委
員
任
期
が
３
月
31

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、

次
期
の
市
民
委
員
２
人
を
募
集
し

ま
す
。
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
連

携
し
、
一
体
的
に
地
域
福
祉
を
推

進
し
て
い
く
視
点
か
ら
、
委
員
は

桐
生
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置

す
る「
地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進

委
員
会
」の
委
員
も
兼
務
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人

任
期
＝
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３

月
31
日

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
の
人
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で（
祝
日
を
除
く
）の
日
中
に
開

催
す
る
会
議
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み
＝
所
定
の
応
募
用
紙
に

「
地
域
の
た
め
に
私
が
で
き
る
こ

と
」を
題
と
す
る
小
論
文
と
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
３
月
22
日

（
火
）ま
で（
必
着
）に
、
直
接
又

は
郵
送
で
福
祉
課（
市
役
所
１
階
、

〒
３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役

所
）へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
45
２
９

４
０
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。
応

募
用
紙
は
、
福
祉
課
、
新
里
・
黒

保
根
支
所
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
有
り
ま
す
。

選
考
＝
応
募
が
２
人
を
超
え
た
場

合
は
選
考
と
な
り
、
選
考
結
果
は
、

郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
５
）

講
座
・
講
演

　

セ
ン
ち
ゃ
ん
の
天
文
講
座

期
日
＝
３
月
12
日（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
３
時
40
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室
と
天
体
観
測
室

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
３
月
８
日（
火
）か
ら
、

電
話
又
は
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ

ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

　

中
央
公
民
館
工
作
教
室

　

連
だ
こ
作
り
＆
た
こ
揚
げ
教
室

期
日
＝
３
月
19
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
小
学
生
以
下（
保
護
者
同

伴
可
）

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

費
用
＝
２
０
０
円

申
し
込
み
＝
３
月
８
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
、
費
用
を
持
っ
て

中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４
３
）へ
。

　

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

　「
暮
ら
し
を
脅
か
す
悪
質
商
法

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
」と
題

し
た
、
男
女
共
同
参
画
の
基
と
な

る
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

期
日
＝
３
月
７
日（
月
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

 

場
所
＝
昭
和
公
民
館
講
堂

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課（
☎

内
線
３
１
７
）

　

吾
妻
公
園

　

洋
ラ
ン
植
え
替
え
教
室

期
日
＝
４
月
３
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
吾
妻
公
園
イ
ベ
ン
ト
室

持
ち
物
な
ど
＝
洋
ラ
ン
の
鉢
と
植

え
替
え
用
の
鉢（
植
え
替
え
用
の

鉢
が
な
く
て
も
可
）

問
い
合
わ
せ
＝
吾
妻
公
園（
☎
22

８
６
３
６
）

催
し

　

桐
生
が
岡
遊
園
地
イ
ベ
ン
ト

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地

（
☎
22
７
５
８
０
）

▼
創
作
ダ
ン
ス
公
演

講
座
・
講
演

催
し

お
知
ら
せ

募
集

期
日
＝
３
月
20
日（
祝
）

時
間
＝
①
正
午
か
ら
②
午
後
２
時

か
ら

場
所
＝
中
央
広
場
※
雨
天
中
止

出
演
＝
Ｙ
Ｊ
Ｃ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

▼
音
楽
ラ
イ
ブ
公
演

期
日
＝
３
月
21
日（
振
休
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
30
分
か
ら
②

午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
中
央
広
場
※
雨
天
中
止

出
演
＝
ザ
・
ウ
ド
ニ
ー
ズ

▼
春
休
み
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

回
数
利
用
券
を
購
入
し
て「
あ

た
り
券
」が
出
た
人
に
お
菓
子
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
有
り
ま
す
。

期
日
＝
３
月
27
日（
日
）※
雨
天
の

場
合
４
月
３
日（
日
）

　

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
３
月
６
日
か
ら
４
月
３
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
９
）

　

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

　
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
に
上

演
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
有
鄰
館
内
桐
生
か
ら
く
り

人
形
芝
居
館

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

第78回企画展「ひげ仙人の宝箱」

みどり市通信

このコーナーでは、みどり市からのお知らせを掲載しています。

岩宿の里 カタクリさくらまつり
３月26日（土）～４月３日（日）

みどり市通信

このコーナーでは、みどり市からのお知らせを掲載しています。

   笠懸町の稲荷山北斜面に、紫
しこうしょく

紅色の花を咲
かせるカタクリの群生地は、関東でも有数の
規模を誇ります。
　また、隣接する鹿の
川沼の桜並木は、開花
に合わせてライトアッ
プされ夜桜も楽しめま
す。各種展示や土・日
曜日を中心にイベント
も行われますので、是
非お越しください。
問い合わせ＝みどり市観光課（☎76‐1270）

ス
ポ
ー
ツ
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お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

広
告

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
３
月
12
日（
土
）・
13
日

（
日
）・
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
３
階

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
。

　

映
画「
く
ち
び
る
に
歌
を
」

　

上
映
会

　
孤
独
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
離
島
の

生
徒
が
奏
で
る
最
高
の
合
唱
に
つ

い
て
の
物
語
で
す
。

期
日
＝
３
月
27
日（
日
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
30
分
か
ら
②

午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

費
用
＝
全
席
自
由
、
前
売
券
一
般

８
０
０
円
、
高
校
生
以
下
４
０
０

円
。
当
日
券
も
有
り
ま
す
。
チ
ケ

ッ
ト
は
市
民
文
化
会
館
の
ほ
か
、

中
央
公
民
館
、
新
里
・
黒
保
根
公

民
館
、
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
い
」で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
22
９
９
９
９
）

　

水
曜
劇
場
「
高
校
生
特
集
」

期
日
＝
３
月
27
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
40
分
開
演

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

出
演
＝
桐
生
・
桐
生
女
子
・
桐
生

南
・
桐
生
商
業
・
桐
生
第
一
・
新

田
暁
高
校
、
四
ツ
葉
学
園
中
等
教

育
学
校
の
各
校
演
劇
部

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

47
４
３
４
３
）

　

新
里
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ

　

桜
ま
つ
り

　

小
学
生
以
下
を
対
象
に
餅
つ

き
・
た
こ
揚
げ
・
竹
馬
・
ペ
ッ
ト

と
の
ふ
れ
あ
い
・
消
防
車
乗
車
体

験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
和
太
鼓

の
演
奏
も
有
り
ま
す
。

期
日
＝
４
月
３
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
＝
新
里
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
支
所
地
域
振

興
整
備
課（
☎
74
２
２
１
７
）又
は

新
里
商
工
会（
☎
74
５
３
５
３
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

▼
３
月
の
問
屋
街
開
放
の
日
・
桐

っ
こ
市

期
日
＝
３
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
地
方

卸
売
市
場（
☎
46
６
２
８
２
）　

▼
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
産
業
化
勉
強
会

期
日
＝
３
月
12
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分場
所
＝
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「c

コ

コ

ト

モ

ocotom
o

」

（
本
町
五
丁
目
、
東
武
本
町
ビ
ル
）

募
集
人
数
＝
30
人

申
し
込
み
＝
３
月
12
日（
土
）正
午

ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
件
名
に

「
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
産
業
化
勉
強
会
」、

本
文
に「
氏
名・住
所・電
話
番
号
」

を
記
入
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ

ズ
バ
レ
イ（cocotom

o@
kids-

valley.org

）へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ

ズ
バ
レ
イ（
☎
46
７
４
８
６
）

▼
上
毛
電
鉄
割
引
乗
車「
と
く
と

く
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ス
」

期
間
＝
３
月
26
日（
土
）
～
８
月

31
日（
水
）

発
売
場
所
＝
西
桐
生
駅
、
赤
城
駅
、

新
里
駅
、
粕
川
駅
、
大
胡
駅
、
江

木
駅
、
中
央
前
橋
駅

使
用
区
間
＝
西
桐
生
駅
か
ら
中
央

前
橋
駅
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
駅
か

ら
城
東
駅
間
の
往
復

対
象
＝
前
橋
こ
ど
も
公
園（
児
童

文
化
セ
ン
タ
ー
）に
入
場
の
家
族

※
大
人
又
は
小
児
の
み
で
の
購
入

は
で
き
ま
せ
ん

特
典
＝
①
通
常
の
往
復
運
賃
の
半

額
②
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
料
１

０
０
円（
通
常
観
覧
料
大
人
３
０

０
円
）

問
い
合
わ
せ
＝
上
毛
電
気
鉄
道

（
☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
５
９

７
）

自然観察の森行事

　集合場所はネイチャーセンター
です。申し込みは３月９日（水）か
ら、電話で自然観察の森（☎65 ‐
6901）へ。「早春の観察会」は申し
込み不要です。

▼親子で森からハイキング
　観察の森から、りょう線を通り
経
きょうつか

塚山まで歩き、崇禅寺を経由
して観察の森に戻ります。
期日＝３月20日（祝）
時間＝午前９時～午後３時
対象＝小学生以上の子供と保護者
募集数＝親子10組（先着順）
持ち物など＝昼食、飲み物、かっ
ぱ、歩きやすい靴など。

▼早春の観察会
　カタクリ、ダンコウバイ、シュ
ンランなど春一番に咲く花やさえ
ずり始めた鳥などを観察します。
期日＝３月27日（日）
時間＝午前10時～正午
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各種相談案内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

３月3日・10日・17日・24日・
31日、４月7日の毎週木曜日
午前10時～正午

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。２週間前から市民相談室（☎内線355・503）で、午前９時から午後４時まで先着順
に受け付けます。相談人数は１日当たり７人です。

３月8日（火）
午前10時～正午 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）
※要予約。３月7日（月）午後３時までに新里支所市民生活課（☎74‐2384）で、先着順に受
け付けます。相談人数は７人です。
３月15日（火）
午後１時～３時

みどり市大間々会場（みどり
市厚生会館）

みどり市社会福祉協議会大間々
支所（☎72‐4054）

※要予約。みどり市社会福祉協議会大間々支所（☎72‐4054）で、先着順に受け付けます。

人権相談
（人権侵害や差別など
　に関する相談）

３月8日（火）・22日（火）
午後１時30分～３時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

３月1日（火）、４月１日（金）
午前９時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）
３月22日（火）
午前９時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活に関する苦情
　や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

行政相談
（国などの仕事への要
　望・苦情）

３月8日（火）・22日（火）
午後１時30分～３時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

３月1日（火）、４月１日（金）
午前９時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）
３月22日（火）
午前９時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

３月4日（金）・18日（金）
午前９時～正午 市民相談室（市役所２階） 産業政策課（☎内線564）

家庭児童相談
（家庭、児童、母子な
　どに関する相談）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

子育て支援課
（市役所１階）

子育て支援課
（☎内線250・251）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

みどり市こども課
（笠懸庁舎）

みどり市こども課
（☎76‐0995）

24時間 群馬県東部児童相談所（☎0276‐31‐3721）
児童相談所全国共通ダイヤル☎１８９（いち・はや・く）

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

広
告
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乳・幼児　健康診査など

群馬こども救急相談
　休日や夜間（翌朝８時まで）
に子供が急に具合が悪くなっ
たとき相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

問い合わせ＝健康づくり課（☎ 47‐1152）、新里保健センター（☎ 74
‐5550）、黒保根保健センター（☎ 96‐2266）

Ａ生き物を飼育しているからこそ経験で
きることです。「かわいがっていたのに
死んでしまってかわいそうだったね。」
と、命の大切さを教えてあげて良いと思
います。
問い合わせ＝子育て支援課（☎内線251）

場所 行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

１歳児かみかみ教室 ４/11（月）9:30 ～ 10:00 平成 27 年 4 月生まれ

７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ事業）

４/12（火）13:20 ～ 13:45 平成 27 年８月 15 日～９月 10 日生まれ

２歳児歯科健康診査 ４/13（水）13:20 ～ 14:00 平成 25 年 10 月生まれ

１歳６か月児健康診査 ４/15（金）13:20 ～ 14:00 平成 26 年９月１日～９月 24 日生まれ

３歳児健康診査 ４/18（月）13:20 ～ 14:00 平成 24 年 10 月１日～ 10 月 26 日生まれ

もぐもぐ離乳食 ４/19（火）9:30 ～ 9:45
生後およそ５、６か月のお子さんと保護者

※申し込みが必要で、参加費は 100 円です。

育児相談 ４/22（金）13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者

３か月児健康診査 ４/27（水）13:20 ～ 13:45 平成 27 年 12 月 11 日～平成 28 年１月 15 日生まれ

新里町
保健文化
センター

育児相談 ４/ ７（木）13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者

１歳６か月児健康診査 ４/20（水）13:20 ～ 14:00 平成 26 年７月１日～９月 30 日生まれ

3か月・7か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
７か月児に絵本を配布（ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ事業）

４/28（木）13:20 ～ 13:45
平成 28 年１月１日～２月８日生まれ（３か月）

平成27年９月１日～10月10日生まれ（７か月）

黒保根町
保健
センター

育児相談 ４/21（木）13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者

金
か ね こ

子 紗
さ わ

羽ちゃん
２歳８か月

（新里町山上）
外で遊ぶのが大好きで元
気いっぱい☆これからも
たくさん遊びに行こうね

狩
か り や

谷 愛
あ い り

梨ちゃん
３歳１か月

（相生町五丁目）

金
か ね こ

子 天
あ ま ね

音ちゃん
１歳２か月

（広沢町四丁目）
甘えんぼで泣き虫な愛
梨ちゃんだけど、かわ
いい笑顔にいつも癒さ
れてるよ

おままごとだいすきな
あまねちゃん。かわい
いミニママのあまね
ちゃんがだいすきだよ。

20広報きりゅう平成28年3月号

２歳１か月
（新里町新川）

長
は せ が わ

谷川 蘭
らん

ちゃん

食べることと遊ぶことが
大好きで元気いっぱいな
次女。のびのび育って
いってね。

Ｑ３歳の男の子です。
かわいがっていた金魚
が死んでしまいました。
見せたり教えたりしな
い方が良いのでしょう
か。



子育て ナビゲーション

　市内に居住する３歳まで（申し込み
時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （johoseisaku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名（フ
リガナ）、生年月日、住所、保護者氏名、
電話番号とお子さんへのメッセージ（40
文字以内）を記入し、お子さんの画像
データを添付の上、情報政策課（☎内
線 506）に申し込んでください。

パチリいい顔

桐生っ子

加
か と う

藤 佑
ゆ う ま

馬ちゃん
２歳５か月

（新里町山上）
名前に込めた願いのよう
に人を助け助けられ皆ん
なに愛される優しい子に
なって欲しいな

金
か ね こ

子 煌
き ら と

士ちゃん
２歳３か月

（新里町小林）

山
やまかみ

上 利
と し き

騎ちゃん
２歳３か月

（新里町新川）
食べるの大好き！
うちの食いしん坊！！
イッパイ食べておおき
くなってね♪

１階に、０歳から18歳までのお子
さんの発達に関する相談を受け付け
る子ども発達相談室を開設していま
す。お子さんの発達には個人差があ
りますが、お子さんを取り巻く環境
や身近な人の接し方で良い方向に向

笑顔がステキな、我が
家の末っ子ヤンチャ
BOY★元気にすくすく
大きくなーれ！

お子さんの予防接種はお済み
ですか？
　定期予防接種には、接種期限があ
ります。まだ予防接種が済んでいな
い人は、予防接種協力保険医療機関
で接種してください。予診票は訪問
や窓口などで配布したものと、郵送
したものがあります。紛失した人、
転入した人は母子健康手帳を持って、
健康づくり課（保健福祉会館）、新
里町保健文化センター、黒保根町保
健センターへお越しください。
　詳しくは、健康づくり課母子保健
係（☎47‐1152）へ。

３月のおはなし会　　　　
　お子さんの年齢に合わせ、絵本や
紙芝居などの読み聞かせを行います。
申し込みは不要です。是非、御参加
ください。
●図書館（☎47‐4341）
期日＝ ３ 月 1 2 日 （ 土 ） ・ 1 7 日
（木）・26日（土）
時間＝午前11時から30分程度※木
曜日は午前10時30分から30分程度
●新里図書館（☎74‐8080）
期日＝３月26日（土）
時間＝午前11時から30分程度

桐生市子ども発達相談室の御
案内

　平成27年４月から保健福祉会館

　パパ・ママのための楽しい講座・ワークショップを下の表のとおり開
催します。詳しいことはキッズバレイホームページ（http://kids-valley.
org/）を御覧ください。
場所＝ cコ コ ト モocotomo（本町五丁目、東武本町ビル１階） 
申し込み＝Ｅメールで、本文に①プログラム名②氏名③電話番号④お子さ
ん連れの場合は月齢を記入し、NPO 法人キッズバレイＥメールアドレス

（mamanowa@kids-valley.org）へ。

ぱぱ・ままカレッジ

かうこともあります。
　気になっている人は是非、御相談
ください。
申し込み＝電話で子ども発達相談室
（☎43‐2000）へ。※電話による
相談は随時受け付けています。

プログラム 期日 時間 費用
ドリームデコパージュでオリジナ
ル雑貨を作ろう！ ３月２日（水）午前10時～午後０時30分 800 円

ママが作る♡世界に一つのお
子様食器 ３月４日（金）午前10時30分～正午 1500 円

〝わからない〟がすっきり♥手作
りの入園・入学グッズ※材料・
ミシンは持参してください

３月 11 日（金）午前10時～午後１時 700 円

子どもの育ちと良いおもちゃ～
成長にあわせた用意のために～ ３月 12 日（土）午前10時30分～11時30分 500 円

パパと一緒に上毛かるた大会 ３月 13 日（日）午前10時～午後０時30分 無し
もっと知ろう！こどもの発達障が
い ３月 15 日（火）午前10時30分～正午 無し

デコスイーツフォトフレームワー
クショップ ３月 16 日（水）午前10時30分～正午 1500 円

学び力 up! セミナー ３月 19 日（土）午後１時30分～３時 無し
アロマクリーム作り ３月 22 日（火）午前10時30分～正午 1000 円
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健康づくり課（☎ 47 ‐ 1152）
新里保健センター（☎ 74 ‐ 5550）
黒保根保健センター（☎ 96 ‐ 2266）

※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。
　休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

休日緊急歯科診療所 ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日
時間＝午前 10 時～午後 3 時
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
         赤岩橋堤町側交差点付近）

３・４月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

3月6日
（日）

武井接骨院（77‐1156） みどり市笠懸町
中村接骨院（32‐1878） 梅田町一丁目

13日
（日）

新井接骨院（44‐7577） 境野町四丁目
笠懸中央接骨院（76‐5914）みどり市笠懸町

20日
（祝）

くぼづか接骨院（77‐2112）みどり市笠懸町
髙柳接骨院（72‐2082） みどり市大間々町

21日
（振休）

高田接骨院（43‐1713） 境野町二丁目
さいとう整骨院（43‐8574）新宿一丁目

27日
（日）

鈴木接骨院（46‐3741） 新宿一丁目
くぼづか接骨院（77‐2112）みどり市笠懸町

4月3日
（日）

かしわせ接骨院（43‐6571）本町三丁目
ふえき接骨院（65‐5125）川内町四丁目

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501
期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）

３・４月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

3月6日
（日）

内・児・循環器科 関田内科クリニック（54‐2511） 相生町五丁目
内科 権守内科医院（43‐7757） 堤町三丁目
整形外科 えだくに整形外科（20‐2250） 新里町山上

13日
（日）

内・小児科 斎藤医院（72‐1230） みどり市大間々町
内科 日新病院（30‐3660） 菱町三丁目
眼科 みなみ眼科（43‐3180） 境野町一丁目

20日
（祝）

内・小児科 小保方医院（72‐2505） みどり市大間々町
内科 石川内科クリニック（47‐3014） 東五丁目
外・整形外科 こんどう整形外科医院（44‐5066） 仲町二丁目

21日
（振休）

児・内科 金子医院（45‐2463） 本町六丁目
内・形成外科 関内科医院（73‐2022） みどり市大間々町
眼科 北川眼科医院（44‐1010） 本町四丁目

27日
（日）

小児科 みらいこどもクリニック（47‐8200）みどり市笠懸町
内・消化器科 山崎医院（44‐4925） 新宿一丁目
整形外科 長谷川整形外科医院（52‐6671） 広沢町四丁目

4月3日
（日）

精・神・内・小児科 岸病院（54‐8949） 相生町二丁目
内科 藤井内科医院（44‐8897） 境野町六丁目
内科 下山医院分院（74‐3320） 新里町新川

　こころの健康相談

　専門医師が「こ
ころ」に悩みのあ
る人の相談に応じ
ます。
期日＝３月15日
（火）
時間＝午後２時～３時30分
場所＝保健福祉会館
申し込み＝電話で健康づくり課へ。

　なんでも栄養相談

　赤ちゃんからお年寄りまでの栄養
や食事の心配事についてお気軽に御

相談ください。
期日＝３月14日（月）
時間＝午前８時30分～午後５時
場所＝保健福祉会館
対象＝市内に居住する人
申し込み＝電話で健康づくり課へ。

　高齢者肺炎球菌定期予防接種

　平成27年度の
対象者が予防接種
を受けられるのは、
３月31日（木）ま
でです。対象者に
は、昨年４月に予
診票を郵送しまし
た。接種を希望する人は、事前に保
険医療機関に接種の予約をしてくだ
さい。なお、過去に同じ種類のワク
チンを接種した人は、定期接種の対
象になりません。
費用＝2,000円※生活保護世帯の人
は無料です。
問い合わせ＝健康づくり課

　「第11回ハッピー健康相談室
　開催のお知らせ」

　「ジェネリック薬
品とは」、「お薬手帳
の活用について」と
題した講話です。日
頃疑問に思ってい
ること、困っている

ことなど、お気軽に御相談ください。
期日＝３月10日（木）
時間＝午後２時～３時30分
場所＝桐生厚生総合病院１階正面玄
関横情報コーナー
問い合わせ＝桐生厚生総合病院地域
医療連携室（☎44‐ 7150）

桐生市ジェネリック医薬品キャラクター
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転
居
で
も
手
続
き
を

●
転
出
者

　
引
っ
越
し
の
前
に
転
出
の
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
証
明

書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
新
し
い

住
所
地
に
住
み
始
め
た
日
か
ら
14

日
以
内
に
そ
の
市
区
町
村
に
提
出

し
、
転
入
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
＝
市
役
所
１
階
の
市
民
課
、

新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
、

境
野
・
広
沢
・
梅
田
・
相
生
・
川

内
・
菱
公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
住
民
係

（
☎
内
線
２
４
５・２
４
６
）

●
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
転
出
の
届
け
出
の
際
に
、
被
保

険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
（
70
歳

以
上
）
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

学
生
と
し
て
転
出
す
る
人
に
は

学
生
用
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま

す
。

手
続
き
＝
市
役
所
１
階
の
市
民
課
、

新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
、

境
野
・
広
沢
・
梅
田
・
相
生
・
川

内
・
菱
公
民
館
（
公
民
館
は
70
歳

未
満
の
人
の
み
）
で
受
け
付
け
ま

す
。
被
保
険
者
証
、
印
、
通
知
カ

ー
ド
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）が
必
要
で
す
。

　
学
生
は
学
生
証
又
は
在
学
証
明

書
（
合
格
通
知
書
な
ど
で
も
可
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
国
保

係
（
☎
内
線
２
５
５
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
の

　

被
保
険
者

　
県
外
へ
転
出
す
る
被
保
険
者
は
、

転
出
の
届
け
出
の
際
に
被
保
険
者

証
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。
転
出
す

る
全
て
の
被
保
険
者
に
、
転
出
先

の
市
区
町
村
へ
提
出
す
る
負
担
区

分
等
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

手
続
き
＝
市
役
所
１
階
の
医
療
保

険
課
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
被
保

険
者
証
、
印
、
通
知
カ
ー
ド
又
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
医
療

助
成
係
（
☎
内
線
２
５
７
・
２
６

０・２
７
２
）

●
福
祉
医
療
の
受
給
者

　
転
出
の
届
け
出
の
際
に
受
給
者

証
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
県
内
へ
転
出
す
る
人
に
は
、
福

祉
医
療
費
受
給
者
証
交
付
状
況
証

明
書
を
交
付
し
ま
す
。

手
続
き
＝
市
役
所
１
階
の
医
療
保

険
課
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
受
給

者
証
と
印
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
医
療

助
成
係
（
☎
内
線
２
５
７
・
２
６

０・２
７
２
）

●
児
童
手
当
受
給
者

　
児
童
手
当
受
給
事
由
消
滅
の
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
先
の
市
区
町
村
で
申
請
す

る
際
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

手
続
き
＝
市
役
所
１
階
の
子
育
て

支
援
課
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
印

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係（
☎
内
線
３
０
８
）

●
児
童
扶
養
手
当
・

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　
受
給
内
容
に
よ
り
手
続
き
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援
課

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
転
出
先
の
市
区
町
村
で
申
請
す

る
際
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

手
続
き
＝
市
役
所
１
階
の
子
育
て

支
援
課
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係（
☎
内
線
２
６
８
）・

家
庭
児
童
相
談
係（
☎
内
線

２
５
０
）

●
介
護
保
険
の
被
保
険
者

　
転
出
の
届
け
出
の
際
に
被
保
険

者
証
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、
転
出
先
の
市
区
町
村
で
申
請

す
る
際
に
、
介
護
保
険
受
給
資
格

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

手
続
き
＝
市
役
所
１
階
の
長
寿
支

援
課
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
被
保

険
者
証
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
長
寿
支
援
課
介
護

管
理
給
付
係
（
☎
内
線
３
９
３
）

引
っ
越
す
と
き
は
、

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

市
外
に
引
っ
越
す
と
き
は
次
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
（
金
）
は
、

受
付
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

手
続
き
の
際
に
本
人
確
認
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
、
受
給
者
証
や

被
保
険
者
証
な
ど
と
一
緒
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
市
内
で
引
っ
越
し
す
る
場
合

も
、
通
知
カ
ー
ド
又
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ

ー
ド
）
を
持
参
し
、
新
し
い
住

所
地
に
住
み
始
め
て
か
ら
14
日

以
内
に
転
居
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
給
者
証
や
被
保
険

者
証
な
ど
の
住
所
を
書
き
換
え

ま
す
の
で
、
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●国民年金・厚生年金
　受給者の転出と転居

　年金事務所への届出が必要
になる場合がありますので、
お問い合わせください。
問い合わせ＝桐生年金事務所
（☎44‐ 2311）又は市民課
年金係（☎内線 273）

市
民
課
・
水
道
局

休
日
受
付

　
市
民
課
・
水
道
局
で
は
引
っ

越
し
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
休

日
受
付
を
実
施
し
ま
す
。　
詳

し
い
こ
と
は
、
13
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。
　

23 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111



■
編

集
／

総
合

政
策

部
情

報
政

策
課

（
☎

内
線

505）
 

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　http://w

w
w

.city.kiryu.lg.jp
■

発
行

／
桐

生
市

役
所

　
〒

376‐
8501　

桐
生

市
織

姫
町

1‐
1

　
　

　
　

☎
0277‐

46‐
1111　

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

0277‐
43‐

1001

広
告

　
　

　

天て
ん
し
ょ
う正

19
（
１
５
９
１
）
年
か

ら
町
立
て
さ
れ
た
桐
生
新
町
の
歴

史
や
文
化
を
紹
介
し
、
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
桐
生
春

ま
つ
り
「
桐
生
新
町
町
立
て
祭

４
２
５
年
」
を
開
催
し
ま
す
。
是

非
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
重
伝
建
ま
ち

づ
く
り
課
歴
史
ま
ち
づ
く
り
係

（
☎
内
線
３
４
８
）
へ
。

桐
生
新
町
歴
史
展
「
生
誕
１
９
９

年
前
原
亙こ
う
ら
い瀨
と
そ
の
周
辺
」

●
襖ふ

す
ま
え絵
展
示

　

　
桐
生
新
町
に
約
３
６
０
年
続
く

伝
統
の
祭
「
桐
生
祇ぎ
お
ん園
祭
」
に
使

用
さ
れ
る
祇
園
屋
台
に
は
、
町
会

ご
と
に
個
性
的
な
襖
絵
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
修
繕
完
了
後
、
初

公
開
と
な
る
本
町
六
丁
目
の
襖
絵

と
と
も
に
、
本
町
一
、
三
丁
目
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
前
原
亙
瀨
の

作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
掛
軸
な
ど
の
展
示
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

期
間
＝
３
月
18
日
（
金
）
～
23
日

（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
有
鄰
館
れ
ん
が
蔵

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
歴
史
展
の
見
ど
こ
ろ
や
展
示
物

の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

期
日
／
時
間
＝
①
３
月
18
日

（
金
）
・
19
日
（
土
）
／
午
前
11

時
か
ら
②
３
月
20
日
（
祝
）
・
21

日
（
振
休
）
／
午
後
１
時
か
ら

場
所
＝
有
鄰
館
れ
ん
が
蔵

小
さ
な
ま
ち
な
か
博
物
館・美
術
館

　
市
内
の
商
店
に
伝
わ
る
古
い
道

具
や
貴
重
な
所
蔵
品
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
18
日
（
金
）
～
22
日

（
火
）

場
所
＝
本
町
、
横
山
町
、
錦
町
、

末
広
町
の
協
力
店
舗
な
ど

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
３
月
19
日
（
土
）
～
21
日

（
振
休
）

時
間
＝
各
日
と
も
①
午
前
10
時
30

分
か
ら
②
午
前
11
時
30
分
か
ら
③

午
後
１
時
か
ら
④
午
後
２
時
か
ら

⑤
午
後
３
時
か
ら
（
上
演
時
間
に

よ
り
演
目
は
入
れ
替
わ
り
ま
す
）

演
目
＝
「
曽
我
兄
弟
夜
討
」
、

「
羽
衣
」
、「
忠
臣
蔵
」

桐
生
新
町
社
寺
め
ぐ
り

　　
桐
生
新
町
に
関
係
す
る
社
寺
な

ど
を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
歩
い
て
巡

り
ま
す
。

期
日
＝
３
月
19
日
（
土
）
～
21
日

（
振
休
）

時
間
＝
各
日
と
も
①
午
前
10
時
か

ら
②
午
後
２
時
か
ら
（
２
時
間
程

度
）

集
合
場
所
＝
有
鄰
館

募
集
人
数
＝
30
人
（
当
日
先
着

順
）

大
野
八は
ち
え
も
ん

右
衛
門
追
善
祭

　　

徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
桐
生

新
町
の
町
立
て
を
行
っ
た
大
野

八
右
衛
門
の
功
績
を
た
た
え
て

講
演
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
３
月
22
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
鳳ほ
う
せ
ん
じ

仙
寺
（
梅
田
町
一
丁

目
）

講
師
＝
桐
生
文
化
史
談
会
理
事
巻

島
隆
さ
ん

演
題
＝
「
桐
生
新
町
の
時
代
～
成

立
と
社
会
～
」

桐
生
新
町
講
演
会

　
本
町
五
丁
目
所
蔵
の
長
沢
時と
き
も
と基

が
制
作
し
た
襖
絵
に
隠
さ
れ
た
謎

に
つ
い
て
迫
り
ま
す
。

期
日
＝
３
月
23
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
４
時
か
ら

場
所
＝
有
鄰
館
れ
ん
が
蔵

講
師
＝
佐
野
市
立
吉
澤
記
念
美
術

館
学
芸
員
末す
え
た
け武
さ
と
み
さ
ん

演
題
＝
「
謎
解
き
・
祇
園
襖
絵
草

雲
か
ら
時
基
へ
」

桐
生
新
町
町
立
て
祭
４
２
５
年

３ 
月 
18
日
（ 

金 

）
～ 

23
日 (

水 

）

昨年の追善祭

襖　絵

平
成

28年
３

月
号

 №
1476
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